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研究成果の概要（和文）：生理活性脂質ロイコトリエンB4の産生酵素(LTA4H)と受容体(BLT1, 2)の生体内での役
割を明らかにする目的で以下の実験を行った。樹状細胞特異的なBLT1欠損マウスとLTA4Hのアミノペプチダーゼ
活性のみを欠失させたE297Qノックインマウスを作製し、これらのマウスと全身性BLT1欠損マウスを用いて以下
を明らかにした。1) BLT1の発現によって規定される樹状細胞サブセットを同定し、炎症性疾患モデルにおける
役割の違いを明らかにした。2)LTA4H欠損マウスでは甲状腺ホルモンの分泌が亢進する結果、「痩せ」の表現系
を来すがこの表現系はLTA4Hのアミノペプチダーゼ活性の欠損に由来する。

研究成果の概要（英文）：The following experiments were conducted to clarify the in vivo roles of the
 biosynthetic enzyme (LTA4H) and receptors (BLT1 and BLT2) for the biologically active lipid 
leukotriene B4(LTB4). We generated dendritic cell (DC)-specific BLT1-deficient mice, and LTA4H E297Q
 knock-in mice lacking only aminopeptidase activity. Using these mice, I obtained the following 
results 1) I identified dendritic cell subsets defined by BLT1 expression and determined their 
different roles in inflammatory disease models. BLT1-high DC enhances inflammation by staying at the
 inflammatory lesion and secreting IL-12, and BLT1-low DC migrates to draining lymph node and 
stimulates T cell proliferation by secreting IL-2. 2) In LTA4H-deficient mice, thyroid hormone 
secretion is increased, resulting in a "thin" phenotype, which is dependent on the loss of 
aminopeptidase activity of LTA4H, not on the loss of LTB4-producing activity. LTA4 aminopeptidase 
activity somehow inhibits thyroid hormones production/release.

研究分野： 生化学・薬理学

キーワード： 生理活性脂質　生体分子　遺伝子改変マウス　炎症性疾患

  １版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ロイコトリエンB4は強力な炎症作用を有する生理活性脂質であり、その産生酵素や受容体は炎症性疾患の新規治
療標的として注目されている。本研究は主としてロイコトリエンB4関連分子の遺伝子欠損マウスの解析を通じ
て、炎症性疾患の発症と増悪におけるロイコトリエンB4関連分子の関連を明らかにした研究である。本研究は将
来的に、ヒトの炎症性疾患の新規創薬に繋がる可能性をもつ研究である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
ロイコトリエン B4(LTB4)は主として白血球で産生され、好中球や好酸球を炎症部位に集積させ、炎症反
応を正に促進する生理活性脂質である。LTB4 の好親和性受容体 BLT1 の全身性の遺伝子欠損マウス
の解析から、LTB4/BLT1 軸は、当初想定された気管支喘息や尋常性乾癬に加えて、動脈硬化、骨粗
しょう症など、幅広い炎症性疾患を増悪させている可能性が示されてきた。しかしながら、全身性の遺伝
子欠損マウスや BLT1 受容体拮抗薬を用いた解析では、特定の細胞腫における LTB4/BLT1 軸の役
割は不明であった。また、LTB4 産生の最終酵素である LTA4 水解酵素(LTA4H)には LTB4 産生活性
に加えてアミノペプチダーゼ活性が知られているものの、このアミノペプチダーゼ活性の生体内におけ
る役割は全くわかっていなかった。 
 
２．研究の目的 
LTB4 の受容体 BLT1 は様々な白血球サブセットに発現し、炎症・免疫疾患モデルを重症化させること
が知られているが、これまで全身性 BLT1 欠損マウスのみが実験に用いられていたため、細胞種ごとの
BLT1 の役割は不明であった。本研究では細胞特異的 BLT1 遺伝子欠損マウスを作製し、加齢黄斑変
性症モデル、肥満モデルをはじめとした種々の免疫・炎症疾患モデルにおける BLT1 発現細胞の役割
をあきらかにする。また LTB4 産生の最終酵素である LTA4H が有する生理機能未知のアミノペプチダ
ーゼ活性に着目し、アミノペプチダーゼ活性のみを欠失し、正常な LTB4 産生能を有する LTA4HE297Q

ノックインマウスを作製し、疾患モデルを用いた解析を行うことで、LTA4H の LTB4 産生能とアミノペプ
チダーゼ活性の生体内・疾患発症における役割をあきらかにする。 
 
３．研究の方法 
(1)細胞特異的 BLT1 欠損マウスの作製：BLT1flox/floxマウスを、CD11c-Cre と交配し、樹状細胞で BLT1
を欠損するマウスを作製する。それぞれの細胞は MACS ビーズにて分離し、RT-PCR と抗マウス BLT1
単クローン抗体を用いて、BLT1 欠損を確認する。 
(2)LTA4HE297Qノックインマウスの作製：CRISPR/Cas9 システムを利用して LTA4H のアミノペプチダーゼ
活性のみを欠失させたノックインマウスを作製する。筑波大学生命科学動物資源センター・高橋智教授
を通じて作出の依頼済みである。作出後は、オフターゲット変異の忌避とクリーニングを兼ねたバックク
ロスを行いながら順天堂大学内の動物舎に移動し、LTB4 産生活性とアミノペプチダーゼ活性の確認を
行う。既に作製済みの全身性 LTA4H 欠損マウスも同施設内にて繁殖させる。 
(3)加齢黄斑変性症(AMD)モデルにおける LTB4/BLT1 の役割の解明：マウス網膜に 4カ所のレーザー
傷害を引き起こし、一週間後に新生血管を観察する加齢黄斑変性症(AMD)モデルを樹立する。本モデ
ルを用いて、AMD モデルにおける病的血管新生における LTB4/BLT1 軸の役割を明らかにする。具体
的には、障害網膜での LTB4 産生、傷害網膜に浸潤した炎症細胞の同定を行う。また、加齢に伴う
BLT1 や LTB4 産生酵素の発現量の変化についても検討する。 
(4)BLT1 発現によって規定される樹状細胞サブセットの機能解明：マウス骨髄由来樹状細胞(BMDC)や
脾臓の樹状細胞を単離し、BLT1 発現の有無で規定されるサブセットの違いを明らかにする。具体的に
は、サイトカイン産生能、T 細胞の増殖促進作用、所属リンパ節へのホーミング能などの違いを明らかに
し、さらに樹状細胞移入によって引き起こされる接触性皮膚炎モデルを用いて、二つのサブセットの機
能の違いを明らかにする。 
(5)LTA4H と病的肥満：申請者は、高脂肪食負荷を行った際のマウス体重増加が、LTA4H を欠損マウ
スで抑制されていること、この抑制が LTB4 受容体である BLT1、BLT2欠損マウスで観察されないことを
見いだしている(鵜澤ら、未発表)。このことから、「LTA4H 欠損マウスの体重増加抑制は、LTA4H のアミ
ノペプチダーゼ活性の欠損によって生じる」という仮説を立てることが可能であり、これを検証する。具体
的には、BLT1、BLT2、LTA4H 欠損マウス、LTA4HE297Q ノックインマウスを用いて、摂食量、運動量、酸
素消費量、褐色脂肪、白色脂肪量、耐糖能、血中レプチンやアディポネクチン濃度などを測定し、この
仮説を検証する。 
 
４．研究成果 
(1)細胞特異的 BLT1 欠損マウスの作製：BLT1flox/floxマウスを、CD11c-Cre と交配し、樹状細胞で BLT1
を欠損するマウスを作製した。CD11cMACS ビーズにて樹状細胞を単離し、RT-PCR と抗マウス BLT1
単クローン抗体を用いて、樹状細胞特異的 BLT1 欠損を確認した。 
(2)LTA4HE297Qノックインマウスの作製：CRISPR/Cas9 システムを利用して LTA4H のアミノペプチダーゼ
活性のみを欠失させたノックインマウスの作製を試みた。アミノペプチダーゼ活性は消失するが、LTB4
産生能が保たれていると報告されている LTA4HE297Q ノックインマウスを樹立した。このマウスから樹状細
胞を単離し、カルシウムイオノフォア刺激で産生される LTB4 を質量分析型で定量したところ、アミノペプ
チダーゼ活性に加えて LTB4 産生能も消失していることが分かった。以上から、LTA4H のアミノペプチ
ダーゼ活性のみを欠失させたノックインマウスの作成には成功しなかった。 
 

  



 

 

(3)加齢黄斑変性症(AMD)モデルにおける (図 1) 病的血管新生における BLT1 の役割 
LTB4/BLT1 の役割の解明：マウ
ス網膜に 4 カ所のレーザー傷害
を引き起こし、一週間後に新生血
管を観察する加齢黄斑変性症
(AMD)モデルを樹立した。野生型
マウスで観察された加齢依存的
な病的血管新生が全身性 BLT1
欠損マウスでは生じなかった。血
管新生促進因子である、VEGF
や vVF、bFGFの発現が BLT1 欠
損マウスで大きく減少していた。
BLT1欠損マウスの障害網膜への
浸潤細 胞 を 解 析 し た と ころ、
CD206 陽性のマクロファージ浸
潤が大きく低下していた。In vitro
で分化させたマクロファージサブ
セット(M0、M1、M2)では、M2 サ
ブセットだけに BLT1 が発現しており、LTB4刺激によって VEGFを産生・放出した。マクロファージ移入
実験においても、M2 マクロファージの移入だけが病的血管新生を促進し、BLT1 欠損 M2 マクロファー
ジの移入では、血管新生は促進されなかった。野生型マウスにおいて、BLT1 拮抗薬や LTA4H阻害薬
は病的血管新生を抑制した。以上より、BLT1 を発現する M2 型のマクロファージが、AMD モデルにお
ける病的血管新生を促進すること、BLT1 の阻害が AMD の新規治療法となりうることが示された(図 1, 
Sasaki, JCI insight 2018、順天堂大学プレスリリース https://www.nikkan.co.jp/articles/view/00490444)。 
 
(4)BLT1 発現によって規定される樹状細胞サブセットの機能解明：BLT1 発現で規定される樹状細胞の
特性の違いを明らかにした。BLT1 高発現樹状細胞は炎症局所にとどまり、IL-12 に代表される Th1 誘
導性のサイトカインを産生して炎症反応を促進する。一方で、BLT1 低発現樹状細胞は所属リンパ節に
ホーミングし、IL-2 を産生して T 細胞の増殖を促進する。樹状細胞移入実験で引き起こされる接触性
皮膚炎モデルにおいて、BLT1 高発現樹状細胞の皮膚への移入は接触性皮膚炎を悪化させたが、
BLT1 欠損樹状細胞移入における病態の悪化は軽微であった。以上より、BLT1 の拮抗薬は樹状細胞
に発現する BLT1 を抑制することで接触性皮膚炎を軽減させうることが示された(図 2, Koga, Cell Mol 
Immunol 印刷中) 
 
(図 2) 接触性皮膚炎における二つの樹状細胞サブセットの役割分担 

 



 

 

(5)LTA4H と病的肥満：LTA4 水解酵素(LTB4 産生酵素)欠損マウスは野生型マウスと比較して、高脂肪
食摂食による体重増加が抑制されていた。両マウスの摂餌量には差が無かったが、酸素消費量と運動
量は LTA4 水解酵素欠損マウスで亢進していた。脂肪細胞における脂質の蓄積にも差を認めなかった。
骨髄置換実験によって、骨髄細胞以外の臓器における LTA4 水解酵素欠損がこの「痩せ」の表現型を
引き起こしている事が分かった。LTB4 受容体である BLT1 の欠損マウスではこの「痩せ」の表現型が観
察されなかったことから、LTA4 水解酵素欠損マウスで観察される異常は、LTA4 水解酵素のアミノペプ
チダーゼ活性の欠損によってもたらされている可能性が高いと考えられた。LTA4 水解酵素欠損マウス
では、甲状腺ホルモンの産生・放出が亢進しており、そのため褐色脂肪細胞での熱産生関連遺伝子の
発現が亢進した結果、「痩せ」の表現型が生じていると考えられた(Uzawa, Faseb J 2020)。 
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Metabolomic profiling of gastric cancer tissues identified potential biomarkers for predicting
peritoneal recurrence

Gastric Cancer 874～883

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Kaji Sanae、Irino Tomoyuki、Kusuhara Masatoshi、Makuuchi Rie、Yamakawa Yushi、Tokunaga
Masanori、Tanizawa Yutaka、Bando Etsuro、Kawamura Taiichi、Kami Kenjiro、Ohashi Yoshiaki、Zhang
Shun、Orita Hajime、Lee-Okada Hyeon-Cheol、Fukunaga Tetsu、Terashima Masanori

23

10.1371/journal.pone.0241869

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A novel mutation in the SLCO2A1 gene, encoding a prostaglandin transporter, induces chronic
enteropathy

PLOS ONE e0241869

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Jimbo Keisuke、Okuno Toshiaki、Ohgaki Ryuichi、Nishikubo Kou、Kitamura Yuri、Sakurai Yumiko、
Quan Lili、Shoji Hiromichi、Kanai Yoshikatsu、Shimizu Toshiaki、Yokomizo Takehiko

15
 １．著者名

10.1073/pnas.1921015117

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The PDK1-FoxO1 signaling in adipocytes controls systemic insulin sensitivity through the 5-
lipoxygenase?leukotriene B4axis

Proceedings of the National Academy of Sciences 11674～11684

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Hosooka Tetsuya、他10名、Yokomizo Takehiko、他3名 117

 １．著者名



2021年

2021年

2021年

〔学会発表〕　計54件（うち招待講演　13件／うち国際学会　29件）

2020年

 ２．発表標題

American Society of Nephrology(ASN) Kidney Week 2020（国際学会）
 ３．学会等名

Shioda, R., Airi, J.-W., Yokomizo, T., Suzuki., Y.
 １．発表者名

 ４．発表年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

Dietary omega-3 fatty acids alter the lipid mediator profile and the fatty acid composition of membrane phospholipids but
was not enough to improve renal insufficiency.

10.1371/journal.pone.0250638

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Up-regulation of cytosolic prostaglandin E synthase in fetal-membrane and amniotic
prostaglandin E2 accumulation in labor

PLOS ONE e0250638

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Takahashi Nanase、Okuno Toshiaki、Fujii Hiroki、Makino Shintaro、Takahashi Masaya、Ohba Mai、
Saeki Kazuko、Itakura Atsuo、Takeda Satoru、Yokomizo Takehiko

16
 １．著者名

10.1016/j.prostaglandins.2020.106502

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Metabolism and biological functions of 12(S)-hydroxyheptadeca-5Z,8E,10E-trienoic acid

Prostaglandins & Other Lipid Mediators 106502～106502

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Okuno Toshiaki、Yokomizo Takehiko 152

 １．著者名

10.1096/fj.202002640R

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The c‐terminal region of BLT2 restricts its localization to the lateral membrane in a LIN7C‐
dependent manner

The FASEB Journal -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Hara Takuya、Saeki Kazuko、Jinnouchi Hiromi、Kazuno Saiko、Miura Yoshiki、Yokomizo Takehiko 35

 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第93回日本生化学会

第93回日本生化学会（招待講演）

第93回日本生化学会

第93回日本生化学会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

鵜澤博嗣, 佐伯和子, 古賀友紹, 綿田裕孝, 横溝岳彦

李賢哲, 李慶賢, 佐伯和子, 横溝岳彦

李慶賢, 李賢哲, 横溝岳彦

奥野利明, 横溝岳彦

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

ロイコトリエンB4受容体BLT1、BLT2のリガンド認識機構 (シンポジウム)

食餌誘導性肥満におけるロイコトリエンA4水解酵素の役割

高度不飽和脂肪酸の合成系と局所における役割 (シンポジウム)

高度不飽和脂肪酸のステロイドホルモン産生における機能解明



2020年

2020年

2020年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第62回日本脂質生化学会

60th ICBL, International Conference on the Bioscience of Lipids, Invited lecture（招待講演）（国際学会）

The International Liver Congress 2020（国際学会）

第62回日本脂質生化学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Yokomizo, T

 ３．学会等名

Kon, K., Ishizuka, K., Lee-Okada, H. C., Arai, K., Uchiyama, A., Fukada, H., Yamashita, S., Yokomiz, T.,Ikejima, K.

塩田遼太郎, 城愛理, 横溝岳彦, 鈴木祐介

長田克之, 菱川大介, 相良洋, 岳彦 横., 渡辺すみ子, 進藤英雄, 清水孝雄

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Aging causes lipid metabolism imbalance and exacerbates steatohepatitis in high-fat diet-fed mice.

ロイコトリエンB4-BLT1軸は抗糸球体基底膜腎炎モデルの病態促進に寄与する

リゾホスファチジルコリンアシル転移酵素1欠損による視覚機能異常

The roles of omega-3 and omega-6 fatty acids in ocular diseases

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

60th ICBL, International Conference on the Bioscience of Lipids（国際学会）

60th ICBL, International Conference on the Bioscience of Lipids（国際学会）

60th ICBL, International Conference on the Bioscience of Lipids（国際学会）

60th ICBL, International Conference on the Bioscience of Lipids（国際学会）
 ３．学会等名

Okuno, T Takahashi, N Yokomizo, T

Hashimoto, Y Ito, N Saigusa, D Okuno, T Yokomizo, T

Uzawa, H Saeki, K Koga, T Okuno, T Miyatsuka, T Watada, H Yokomizo, T

Koutsogiannaki, S Wang, W Bautista, J Okuno, T Yokomizo, T Yuki, K

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Lysophosphatidic Acid Mediates Acute Inflammatory Pain in Mice Models

The role of leukotriene A4 hydrolase in metabolism

β2 integrins affect eicosanoid production and breast cancer growth

COX-2, cPGES, and SLCO2A1-dependent ammonic PGE2 accumulation during human labor

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

60th ICBL, International Conference on the Bioscience of Lipids（国際学会）

60th ICBL, International Conference on the Bioscience of Lipids（国際学会）

60th ICBL, International Conference on the Bioscience of Lipids（国際学会）

60th ICBL, International Conference on the Bioscience of Lipids（国際学会）

Hirakata, T Lee, C H Yasukawa, K Adachi, K Saeki, K Okuno, T Murakami, A Matsuda, A Yokomizo, T

Nagatake, T Hirata, S I Koga, T Kuroda, E Kobari, S Suzuki, H Hosomi, K Matsumoto, N Yanrismet, Y Shimojou, M Marimoto, S
Sasaki, F Ishii, K J Yokomizo, T Kunisawa, J

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Deficiency of BLT1, the high-affinity receptor for LTB4, alleviates allergic conjunctivitis in mice

BLT1 promotes intestinal IgA production against oral vaccine by mediating commensal bacteria-dependent innate immune signals
for plasma cell proliferation

Protective roles of leukotriene B4 receptor type 2 in pneumolysin-induced epithelial injury

Spatiotemporal regulation of novel DC subsets by LTB4-BLT1 signaling

 １．発表者名

 １．発表者名

Chi, Y Saeki, K Yokomizo, T

Koga, T Sasaki, F Saeki, K Okuno, T Nakao, M Yokomizo, T



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第61回日本脂質生化学会

 ３．学会等名

Ri, K Lee, C H Yokomizo, T

李賢哲、李慶賢、平形寿彬、横溝岳彦

李慶賢、李賢哲、横溝岳彦

奥野利明、高橋七瀬、横溝岳彦

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

60th ICBL, International Conference on the Bioscience of Lipids（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Regulatory mechanism of expression of polyunsaturated fatty acids-related genes

高度不飽和脂肪酸欠乏時における脂質関連遺伝子発現の変動

高度不飽和脂肪酸欠乏時における脂質関連遺伝子発現の変動

ヒト陣痛における羊水中PGE2蓄積は細胞質型PGE合成酵素依存的である

 １．発表者名

第61回日本脂質生化学会

第61回日本脂質生化学会



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第61回日本脂質生化学会

第40回日本炎症・再生学会 (シンポジウム)（招待講演）

第92回日本生化学会

第92回日本生化学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

佐々木文之、古賀友紹、横溝岳彦

鵜澤博嗣、古賀友紹、佐伯和子、奥野利明、綿田裕孝、横溝岳彦

李賢哲、Cravatt, B F、横溝岳彦

上野紀子、中西広樹、李賢哲、横溝岳彦

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ロイコトリエンB4産生経路およびロイコトリエンB4受容体BLT1は滲出型加齢黄斑変性症の新規治療標的となる

代謝におけるロイコトリエンA4水解酵素の役割の解析

セリン加水分解酵素ABHD4の生化学的解析および機能解析

リン脂質におけるイオンモビリティ値である衝突断面積の解析

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

49th Annual meeting of the society for Neuroscience（国際学会）

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

16th International Conference on Bioactive Lipids in Cancer, Inflammation and Related Diseases, Symposium（国際学会）

16th International Conference on Bioactive Lipids in Cancer, Inflammation and Related Diseases（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

Yasukawa, K Lee, C H Tominaga, M Ohba, M Takahashi, N Honda, K Okuno, T Takamori, K Yokomizo, T

 ２．発表標題

Hoshino, Y Ito, N Saigusa, D Okuno, T Yokomizo, T

Yokomizo, T

Okuno, T Jimbo, K Ohgaki, R Kanai, Y Shimizu, T Yokomizo, T

16th International Conference on Bioactive Lipids in Cancer, Inflammation and Related Diseases, Symposium（招待講演）（国際
学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

The effects of dietary supplementation of an omega-3 fatty acid eicosapentaenoic acid on pruritus in murine atopic
dermatitis and psoriasis models

Lysophosphatidic acid mediates formalin-induced inflammatory pain in mice

The roles of leukotriene B4 receptor in macrophage and dendritic cell

Identification of a novel mutation in SLCO2A1 gene, encoding a prostaglandin transporter

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AASLD The Liver Meeting 2019（国際学会）

AASLD The Liver Meeting 2019（国際学会）

Ishizuka, K Kon, K Lee, H C Arai, K Uchiyama, A Fukada, H Yamashina, S Yokomizo, T Ikejima, A Ikejima, K

Tada, M Uchiyama, A Lee, H C Arai, K Fukuhara, K Kon, K Yamashina, S Ikejima, K

T Hirakata C H Lee M Ohba T Okuno A Murakami A Matsuda T Yokomizo

S Iwamoto T Yokomizo A Murakami A Matsuda

ARVO 2018（国際学会）

ARVO 2018（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Age-related enhancement of cellular stresses and lipotoxicity exacerbates dietary steatohepatitis in mice

Dietary glycine prevents metabolic steatohepatitis in diabetic KK-Ay mice through remodeling of hepatic lipid

Dietary omega-3 fatty acids alleviate allergic conjunctivitis in a mouse model

Control of mouse allergic conjunctivitis by resolvins

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

European Lipid Meeting 2018（国際学会）

Keystone Symposium（国際学会）

European Lipid Meeting 2018  GPCR Structure and Function（国際学会）

International GPCR symposium（国際学会）

A Jo-Watanabe M Shigematsu K Saeki T Koga M Ohba T Okuno T Yokomizo

T Okuno +M A Gijon T Yokomizo R C Murphy

T Okuno T Hori S Yokoyama T Yokomizo

H Jagusch M Werner T Okuno T Yokomizo O Watz G Pohnert

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Leukotriene B4 receptor type 2 protects against CysLT1 signaling-related acute lung injury

Phospholipid remodeling altered eicosanoid production during cell culture

Crystal structure of leukotriene B4 receptor 1 bound with an inverse agonist

An algal precursor rearranges in a new 1 8-diol forming reaction to bioactive LTB4 enantiomers

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Keystone Symposium  GPCR Structure and Function（国際学会）

第91回日本生化学会　シンポジウム（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

佐伯和子 重松美沙子 古賀友紹 奥野利明 横溝岳彦

 ２．発表標題

T Yokomizo

T Yokomizo

T Yokomizo S Iwamoto T Koga M Ohba T Okuno M Koike A Murakami A Matsuda

Keystone Symposium  the resolution of inflammation in health and disease（国際学会）

International GPCR symposium（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

生理活性脂質12-HHTのBLT2受容体を介した生体保護的役割

12-hydroxyheptadecatrienoic acid accelerates epithelial wound healing through leukotriene B4 receptor 2

BLT1 and BLT2  two GPCRs for lipid mediators

A fatty acid 12-hydroxyheptadecatrienoic acid accelerates corneal wound healing through leukotriene B4 receptor 2

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第60回日本脂質生化学会

第1回日本眼科アレルギー学会学術集会

平形寿彬 李賢哲 大塲麻衣 佐伯和子 奥野利明 松田彰 村上晶 横溝岳彦

平形寿彬 李賢哲 大塲麻衣 佐伯和子 奥野利明 松田彰 村上晶 横溝岳彦

折田創 伊志嶺百々子 李賢喆 小泉明博 村井勇太 加藤永記 山本陸 上田脩平 櫻庭駿介 徳田智史 朝倉孝延 氷室貴規 櫛田知志 櫻田睦 田
中顕一郎 前川博 横溝岳彦 佐藤浩一

横溝岳彦

第56回日本癌治療学会学術集会

第31回Future of Radiology（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

アレルギー性結膜炎におけるオメガ3脂肪酸の効果の検証

マウスアレルギー性結膜炎モデルにおけるオメガ３脂肪酸食効果の検証

薬物代謝酵素カルボキシルエステラーゼの消化器癌における発現調節機構の解明

生理活性脂質受容体研究への質量分析計の応用

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Kobe Biological Science Forum（招待講演）

New Insight Crosstalk Meeting 2018（招待講演）

第28回日本樹状細胞研究会　特別講演（招待講演）

第4回川島カンファレンス（招待講演）

横溝岳彦

横溝岳彦

横溝岳彦

横溝岳彦

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

生理活性脂質受容体の機能解析：ゼロから創薬への挑戦

ロイコトリエンB4受容体BLT1発現が規定する単球・樹状細胞サブセット

生理活性脂質と受容体

ロイコトリエンB4受容体に関する最近の知見

 １．発表者名



2018年

2018年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Keystone Symposium  Obesity and Adipose Tissue Biology（国際学会）

The kick-off symposium of advanced graduate program for future medicine and health care（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

T Yokomizo

鵜澤博嗣 古賀友紹 佐伯和子 宮塚健 綿田裕孝 横溝岳彦

鵜澤博嗣 古賀友紹 奥野利明 佐伯和子 横溝岳彦
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